
1998 年 　日本の自殺者数がはじめて３万人を超え
る。（97年の24391人から32863人へ急増。）

 2000 年　３年連続して自殺者数が３万人を超る。
　2月　「あしなが育英会（西田が所属）」が「第１

回自死遺児ミーティング」を開く。全国では
じめて自死遺児の存在に着目し、子どもたち
の「こころのケア」に乗り出す。

　4月 　自死遺児たちが小冊子『自殺って言えない
（「あしなが育英会」編）』を発行。社会に対し
て自死遺族のつらい胸の内をはじめて明かす。

　8月　清水がＮＨＫディレクターとして自死遺児
の取材を始める。

2001 年 　４年連続して自殺者が３万人を超える。
　 7月　西田が｢自死遺児の心の傷とケアを考えるシ

ンポジウム｣を企画、全国での実施に乗り出す。
　10 月　清水が制作したＮＨＫの番組、クローズ

アップ現代『お父さん死なないで～親の自殺 
遺された子どもたち～』が放送される。番組
を通して、それまで匿名で活動していた自死
遺児のひとり、久保井康典さんが、はじめて
社会に対して顔と名前を公表し肉声で語る。

　12月　久保井さんを筆頭に７人の自死遺児が、顔
と名前をさらけ出して小泉首相に陳情する。
「自殺対策の必要性」を訴え、その模様がテレ
ビや新聞などで報道される。

　　〃　清水が制作に関わったＮＨＫクローズアッ
プ現代・年末スペシャル『“痛み” を見つめて』
が放送される。久保井さんが生出演。

2002 年　５年連続して自殺者が３万人を超える。
　   2月　厚生労働省が「自殺防止対策有識者懇談会」

を発足させる。
　  4 月　鈴木がサンマーク出版の編集者として自死

遺児の取材を始める。
　11月　鈴木が企画・編集した『自殺って言えなかっ

た。』（サンマーク出版）が上梓される。小学
生から大学生まで、18人の自死遺児たちが思
いをつづったはじめての手記集。

　　〃　清水が制作したＮＨＫおはよう日本・特集
『 支え合う “自死遺児” たち』が放送される。
自死遺児たちが、手記集『自殺って言えなかっ
た。』に込めた思いをドキュメントで伝える。

 国会の代表質問（鳩山由紀夫民主党代表・当時）
で、『自殺って言えなかった。』（サンマーク出
版）や、おはよう日本『支え合う “自死遺児 “た
ち』のことが取り上げられる。

　12 月　「自殺防止対策有識者懇談会」が『自殺予
防に向けての提言』を発表し、解散。（会合は
計 7回のみ）

　　〃　『自殺って言えなかった。』が６万部（８刷）
を突破する。

2003 年　自殺者数が 34427 人と過去最悪を記録。

ライフリンクは、「新しいつながり」を求めています。
それぞれの可能な範囲で（例えば月に１、２時間でも）

活動の一端を担っていく「正会員」と、
活動を主に財政的な側面から支援する
「賛助会員」を募集しています。

①ライフリンクが主催するシンポジウムなどの各種イベントに、優先
　的に参加することができます。
②ホームページ上の「トーク・リンク（掲示板）」に参加できます。
③ライフリンク通信（年 4回）が届きます。
④ 1年に 3～ 4回開かれる「ライブ・リンク（定例会）」に参加でき
　ます。（ただし、正会員のみ）
⑤ライフリンクの新たなプロジェクトを立ち上げたり、すでに進行中
　のプロジェクトに参加したりすることができます。（但し、正会員
　のみ。また理事会の承認が必要です。） 

「ライフリンクの理念に共感していただけている」こと、その一点の
みです。

　○正会員　　入会金：5,000 円　　年会費：10,000 円
　○賛助会員　入会金：なし　　　　年会費：一口 5,000 円より 

①メールか郵送にて「入会の申込み」をしてください。
　お申し込みに際しましては下記の “必要事項” をご記入ください。
　○ご希望する会員の区分（正会員または賛助会員）
　○入会される方の氏名（法人や団体の場合はその名称・代表者名）
　○ご住所、電話番号、メールアドレス、生年月日
　○特技や専門分野など
　（ただし、匿名を希望される方は、メールアドレスなどの連絡先の
　みでも結構です。）
②希望する会員区分の「入会金・年会費」を振込んでください。

③入金が確認された時点で、事務局より「会員証」をお送りいたします。 

○会員は、理事会が別に定める退会届を理事会に提出して、任意に退
　会することができます。（定款第 10条）
○この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたときは、除
　名となる場合があります。（定款第 11条）
○途中退会の場合の入会金・年会費はご返却いたしかねますので予め
　ご了承下さい。（定款第 12条）

2004 年　自殺者数は７年連続して３万人を超える。
　5月　清水、西田、鈴木が集まって「ライフリンク設立準備会」

を開く。これまでの自殺対策が大きな成果を上げられていな
いことに鑑みて、「新しいつながりによる、新しい解決力」
の必要性を確認する。

10月 15日　ＮＰＯ法人「自殺対策支援センター ライフリンク」が
正式に発足する。

2005 年 2月　第 1回ライフリンク自殺対策シンポジウムを開催。
　5月　第 2回ライフリンク自殺対策シンポジウムを開催する。

　なお、 は、年間購読
料（送料込み）が 2000 円になります。入会の手順と同じように申し
込んで下さい。



　

国
を
挙
げ
て
の
総
合
対
策
で
、
自
殺

者
の
減
少
に
成
功
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
実
践
を
日
本
に
も
生
か
し
た
い
と
、

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
報
告
書
」
の
翻
訳
作

業
を
進
め
て
い
る
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
、６
月
30
日
、

正
式
な
翻
訳
許
可
が
下
り
ま
し
た
。
同

国
の
「
S
T
A
K
E
S
」（
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
国
立
社
会
福
祉
保
健
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
）
か
ら
メ
ー
ル
が
入
っ
た
も
の

で
、「
翻
訳
料
（
印
税
？
）
は
い
ら
な
い
、

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
５
冊
送
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
補
足
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
会
員
の
鈴

木
須
美
子
さ
ん
と
海
老
原
あ
や
子
さ
ん

が
英
語
版
か
ら
の
翻
訳
を
進
め
る
一
方

で
、
日
本
で
の
翻
訳
・
刊
行
の
許
可
を

同
国
政
府
に
要
請
し
て
い
た
も
の
で

す
。
同
国
出
身
で
日
本
で
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
ツ
ル
ネ
ン
・
マ
ル
テ
イ
参
院
議

員
（
民
主
党
）
の
協
力
も
あ
っ
て
実
現

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
次
項
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
に
述
べ
て
い
ま
す

が
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
運
動
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

▽
目
的
…
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
れ
程
の
成
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
報
告
書
（
英

文
版
）を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
自
殺
対
策
の
一
助
を
担
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容
…
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る

自
殺
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
１
９
９
２

〜
１
９
９
６
年
）
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

が
86
年
か
ら
96
年
に
か
け
て
10
年
間
取

り
組
ん
だ
自
殺
防
止
対
策
の
報
告
書
で

す
。
自
殺
率
を
５
分
の
１
ま
で
縮
小
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
地
方
に

適
し
た
自
殺
防
止
対
策
の
方
法
を
さ
ぐ

り
、
実
際
の
自
殺
防
止
対
策
実
施
へ
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

▽
進
行
状
況
…
簡
易
製
本
版
の
翻
訳
が

５
月
16
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
普
及
版

は
、
秋
田
大
学
の
本
橋
豊
先
生
に
監
修

を
お
願
い
し
、
９
月
10
日
を
目
標
に
出

版
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
希
望
者
に

実
費
で
広
く
配
布
で
き
る
形
を
考
え
て

い
ま
す
。

▽
目
的
…
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
第
１
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
自
殺
率
の
高
い
埼

玉
県
の
方
々
か
ら
多
く
の
お
問
い
合
わ

せ
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
埼
玉
県
に
は
遺
族
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
埼
玉

県
が
県
主
導
で『
埼
玉
自
死
遺
族
の
会
』

を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
と
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

▽
内
容
…
埼
玉
県
の
自
死
遺
族
が
安
心

し
て
語
り
、
お
互
い
に
分
か
ち
合
う
こ

と
の
で
き
る
『
自
死
遺
族
の
分
か
ち
合

い
の
会
』
の
運
営
に
あ
た
っ
て
支
援
を

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク

が
会
を
運
営
し
て
い
く
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
み
で
は
で

き
る
こ
と
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
あ
く

ま
で
も
県
主
導
で
自
死
遺
族
の
会
が
運

営
さ
れ
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
す
。

▽
進
行
状
況
…
05
年
４
月
16
日
に
第
１

回
会
合
を
さ
い
た
ま
市
内
で
開
催
し
、

遺
族
会
設
立
に
向
け
る
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
県
に
対
し
て
行
っ
て
行
く
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
５
月
３
週
目
に

は
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
対
し
、「
県
が
主
体
的
に
遺
族
会

を
立
ち
上
げ
る
の
は
難
し
い
」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
の
で
、
６
月
15
日
に
、
第

２
弾
と
し
て
「
難
し
い
理
由
を
具
体
的

に
文
書
で
示
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

書
を
出
し
ま
し
た
。

▽
目
的
…
日
本
社
会
に
お
け
る
「
自
殺

の
問
題
」
と
は
一
体
何
な
の
か
。
私
た

ち
自
身
の
「
い
の
ち
」
と
ど
ん
な
関
係

が
あ
る
の
か
。
私
た
ち
は
「
自
殺
」
と

ど
う
向
き
合
い
、
こ
の
時
代
・
社
会
を

ど
う
生
き
て
い
く
べ
き
な
の
か
。　
　

　

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
が
取
り
組
む
自
殺
対

策
の
両
輪
で
あ
る
「
実
務
」
と
「（
価

値
観
へ
の
）
提
言
」。「
提
言
」
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
清
水
康
之

代
表
が
、「
自
殺
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

各
界
の
才
能
と
本
音
で
ぶ
つ
か
り
合
う

対
談
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

▽
進
行
状
況
…
第
１
回
は
、
瀧
本
智
行

さ
ん
（
映
画
監
督
＝
自
殺
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
画 

『
樹
の
海
（Jukai

）x

を

６
月
下
旬
に
公
開
）
に
聞
き
ま
し
た
。

第
２
回
は
、
重
松
清
さ
ん
（
作
家
）
を

予
定
。

▽
今
後
の
展
開
…
対
談
の
内
容
は
ラ
イ

フ
リ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

▽
目
的
…
遺
族
会
の
最
初
で
最
大
の
作

業
は
、
長
い
間
ひ
と
り
悲
嘆
を
閉
じ
込

め
て
き
た
心
を
開
く
こ
と
か
ら
始
ま
る

が
、
百
人
百
様
の
悲
嘆
を
吐
き
出
し
合

う
こ
と
は
口
で
言
う
ほ
ど
容
易
で
は
な

い
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
。
ア
メ
リ
カ
で

親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を

行
っ
て
い
る
ダ
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
講

師
を
招
き
、
良
き
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
な
る
た
め
の
訓
練
を
受
け
た
人
材
を

養
成
し
て
、
各
地
で
の
遺
族
会
の
立
ち

上
げ
や
運
営
を
支
援
す
る
。

▽
内
容
…
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
語
り

合
い
、
分
か
ち
合
い
の
進
行
に
関
わ
る

が
、
リ
ー
ダ
ー
で
も
な
け
れ
ば
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
話
者

が
考
え
た
り
話
し
た
り
し
よ
う
と
す
る

時
、『
や
り
や
す
く
で
き
る
よ
う
』
サ

ポ
ー
ト
す
る
役
。
そ
の
た
め
に「
受
容
」

「
自
覚
」「
反
映
」「
会
話
」
の
ス
キ
ル

を
講
義
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
学
ぶ
。

▽
進
行
状
況
…
10
月
下
旬
に
開
催
予
定

で
共
催
団
体
と
調
整
中
。有
料
に
な
る
。

▽
内
容
…
ど
ん
な
に
借
金
で
苦
し
く
て

も
、
前
向
き
に
「
よ
〜
し
、
や
っ
て
や

る
ぞ
！
」
と
借
金
整
理
を
す
る
気
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
借
金
自
殺
を
防
止
す
る

た
め
に
、
今
ま
で
個
人
的
に
活
動
し
て

き
た
吉
田
猫
次
郎
さ
ん
が
、
ラ
イ
フ
リ

ン
ク
の
会
員
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

コ
ラ
ム
を
執
筆
中
。

　
「
第
５
回
自
死
遺
児
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
佐
賀
）」
主
催
＝
佐
賀

ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
。
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
清

水
代
表
や
西
田
副
代
表
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
、
会
員
の
久
保
井
康
典
さ
ん
が

講
演
者
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

W
H
O
が
定
め
る『
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
』

・「
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
〝
緊
急
〞
フ
ォ
ー

ラ
ム
『
自
殺
総
合
対
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
る
』（
東
京
）」。

・「
自
死
遺
族
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
自

殺
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
北
九
州
）」　

共
催
＝
北
九
州
市
、
N
P
O
法
人
北

部
九
州
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
会
。

　
「
第
30
回
日
本
自
殺
予

防
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
仙
台
）」　

主
催
＝

日
本
命
の
電
話
連
盟
。



　
「
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に　

い
ま
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
と
は
」
と
題
し
て
、

「
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
」は
５
月
30
日
、東
京
・

永
田
町
の
参
議
院
議
員
会
館
第
一
会
議

室
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
民
間
12

団
体
で
ま
と
め
た
「
国
に
対
す
る
５
項

目
の
提
言
」
を
発
表
し
た
。
一
般
の
参

加
者
で
２
０
０
人
を
超
す
超
満
員
と
な

っ
た
会
場
に
は
、尾
辻
厚
生
労
働
大
臣
、

武
見
敬
三
・
参
院
厚
生
労
働
委
員
会
理

事
を
は
じ
め
衆
参
の
国
会
議
員
11
名
と

議
員
代
理
と
し
て
の
秘
書
ら
あ
わ
せ
て

30
名
以
上
が
出
席
し
た
。

　

１
９
９
８
年
か
ら
７
年
連
続
し
て
の

自
殺
者
３
万
人
。
そ
の
背
後
に
は
30
万

人
の
未
遂
者
が
お
り
、
さ
ら
に
背
景
に

は
そ
れ
に
よ
っ
て
心
に
打
撃
を
受
け
る

１
８
０
万
人
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
自
殺
３
万
人
と
は
当
事
者
だ
け

で
な
く
、
実
に
年
間
２
０
０
万
人
が
痛

み
を
負
う
深
刻
な
事
態
な
の
だ
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、
清
水
康
之

代
表
は
「
今
朝
も
大
東
島
で
３
人
が
ネ

ッ
ト
自
殺
し
た
。
我
々
に
と
っ
て
身
近

な
問
題
で
あ
り
、
防
止
対
策
も
い
ろ
い

ろ
言
わ
れ
て
い
る
の
に
対
策
は
遅
れ
て

い
る
。
自
殺
を
防
ぎ
、
遺
族
を
ケ
ア
す

る
た
め
、
今
で
き
る
こ
と
を
官
民
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
対
策
を
前
に

進
め
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

第
１
部
で
、
自
分
も
経
験
し
た
中
小

企
業
経
営
者
の
倒
産
自
殺
問
題
と
取
り

組
む
佐
藤
久
男
さ
ん
（
秋
田
・
蜘
蛛
の

糸
）、
夫
を
過
労
自
殺
で
昨
年
亡
く
し

た
南
部
節
子
さ
ん
（
茨
城
）
が
体
験
を

話
し
た
。
第
２
部
で
は
、
自
殺
対
策
の

現
場
か
ら
佐
藤
ま
ど
か
さ
ん
（
大
阪
・

親
の
自
殺
を
語
る
会
）、
西
原
由
記
子

さ
ん
（
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
）、

団
野
克
己
さ
ん
（
佐
賀
・
弁
護
士
と
し

て
多
重
債
務
者
対
策
）、
本
橋
豊
さ
ん

（
秋
田
大
学
教
授
・
県
の
地
域
社
会
全

体
で
の
自
殺
予
防
活
動
で
成
果
）
が
、

国
の
総
合
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

こ
れ
ら
の
発
言
の
あ
と
、
尾
辻
厚
労

相
は
、「
胸
が
詰
ま
る
思
い
で
お
話
を

聞
い
た
。気
持
ち
分
か
り
ま
し
た
で
は
、

こ
と
は
す
ま
な
い
。
真
剣
に
何
が
や
れ

る
か
を
考
え
、
で
き
る
こ
と
を
す
ぐ
や

ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

シ
ン
ポ
の
最
初
に
、
武
見
議
員
は

「
超
党
派
で
し
っ
か
り
取
り
組
む
」。
シ

ン
ポ
へ
の
参
加
を
議
員
に
呼
び
か
け
た

山
本
孝
史
参
院
議
員
は
最
後
に
「
皆
の

気
持
ち
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
が
ら

活
動
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

自
殺
は
社
会
で
防
げ
る

「
出
来
る
こ
と
は
す
ぐ
や
る
」
と
厚
労
相

▼　

第
１
部
で
の

　

秋
田
県
で
は
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら

の
15
年
で
６
４
０
０
人
が
自
殺
し
て
い

る
。
こ
れ
は
一
つ
の
町
が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
な
る
。
私
も
従
業
員
40
人
、
年

商
15
億
円
の
会
社
を
倒
産
さ
せ
、
残
務

整
理
に
追
わ
れ
て
う
つ
病
に
な
り
、
や

が
て
首
つ
り
の
幻
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。

娘
に
「
自
殺
し
た
ら
家

族
が
承
知
し
な
い
か
ら
。

墓
参
り
し
な
い
か
ら
」

と
言
わ
れ
踏
み
と
ど
ま

れ
た
。

　

全
く
の
自
費
で
N
P
O「
蜘
蛛
の
糸
」

を
始
め
た
が
、
３
年
間
で
延
べ
５
０
０

件
を
超
え
る
相
談
を
受
け
て
き
た
。
50

代
後
半
か
ら
60
、
70
代
で
、
地
方
で
は

ス
ー
パ
ー
の
進
出
な
ど
経
済
環
境
の
変

化
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
て
の
倒
産

が
多
い
。
岩
手
や
青
森
か
ら
も
来
る
の

で
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
各
県
に
１

つ
あ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
ら
よ
い
と
思

う
。

　

相
談
の
現
場
で
感
じ
る
こ
と
は
、
倒

産
自
殺
は
防
げ
る
と
い
う
こ
と
。
連
帯

保
証
の
問
題
と
、
一
家
の
柱
と
し
て
家

族
の
た
め
家
は
残
し
た
い
と
の
思
い
が

死
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
大
き
い
が
、
一

過
性
で
あ
り
、
自
殺
者
の
７
割
が
倒
産

６
ヶ
月
以
内
、
１
年
以
内
が
３
割
と
な

る
。
３
年
間
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
出
来
れ
ば

防
げ
る
と
思
う
。

▼　
　

横
浜
に
単
身
赴
任
し
て
い
た
夫
が
、

平
成
16
年
２
月
11
日
夜
、 

以
前
住
ん
で

い
た
大
和
郡
山
市
で
鉄
道
自
殺
し
た
。

昭
和
60
年
に
大
阪
で
会
社
が
倒
産
し
、

東
京
で
再
就
職
し
た
が
、
以
来
、
週
休

２
日
を
休
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
得
意
先

か
ら
「
南
部
さ
ん
が
い
る
か
ら
会
社
は

大
丈
夫
だ
」
と
言
わ
れ
、「
皆
の
給
料

を
稼
が
な
け
れ
ば
」
と
、
体
を
こ
わ
し

好
き
な
酒
も
飲
め
な
く
な
っ
て
も
頑
張

っ
て
い
た
。

　

遺
書
に
は
「
仕
事
が
で
き
な
い
、
ど

う
し
て
か
わ
か
ら
ん
」
と
あ
り
、「
ご

め
ん
な
さ
い
。
か
ん
に
ん
」
が
何
度
も

書
か
れ
て
い
た
。
死
ん
で
か
ら
、
私
は

サ
イ
ン
を
見
逃
し
て
し
も
た
こ
と
、
お

父
さ
ん
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
気
づ
い
た
。
調
べ
た
ら
お
父
さ

ん
は
な
に
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な

い
。
そ
れ
な
の
に
な
ん
で
「
ご
め
ん
な

さ
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
皆
さ
ん
も
早
く
か
ら
サ
イ
ン
に
気

づ
い
て
ほ
し
い
。
明
日
は
自
分
の
身
か

も
知
れ
な
い
の
だ
か
ら
。

　

続
い
て
第
二
部
で
、
自
殺
防
止
の
相

談
電
話
を
開
い
た
り
、
自
殺
遺
族
の
ケ

ア
に
あ
た
っ
た
り
し
て
い
る
「
民
間
の

現
場
」
か
ら
の
発
言
が
行
わ
れ
た
。

▼　

は
「
親
の
自
殺

を
語
る
会
（
大
阪
）」
の
主
宰
者
。
自

身
も
30
年
前
に
父
親
を
自
殺
で
亡
く
し

た
。「
歳
月
を
重
ね
て
も
、あ
の
苦
し
み
、

痛
み
は
消
え
な
い
が
、
人
に
話
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
和
ら
ぐ
こ
と
は

わ
か
っ
た
」。

　

で
、
３
年
前
に
「
語
る
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
奇
し
く
も
、
父
が
亡
く
な
っ

た
41
歳
に
、
自
分
も
な
っ
て
い
た
。
あ

の
悲
し
か
っ
た
子
供
の
こ
ろ
と
、
今
の

自
分
が
重
な
り
、「
悲
し
か
っ
た
事
実

を
、
事
実
と
し
て
語
っ
て
い
け
る
場
所

を
つ
く
る
し
か
な
い
」
と
腹
を
く
く
っ

た
。集
ま
る
数
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、

年
齢
層
は
10
代
か
ら
60
代
ま
で
と
幅
広

い
と
い
う
。



▼　
「
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
」
創

設
者
の
西
原
由
記
子
さ
ん
は
、「
自
殺

未
遂
者
へ
の
ケ
ア
が
行
わ
れ
て
い
な
い

の
は
お
か
し
い
」と
切
り
出
し
た
。「
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、「
死
に
た
い
」
と
か

け
て
く
る
電
話
相
談
に
応
じ
、
遺
族
の

悲
嘆
分
か
ち
合
い
の
会
も
開
い
て
る
。

「
自
殺
を
し
よ
う
と
す
る
人
が
、
な
ぜ

私
た
ち
の
防
止
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か

け
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
居

場
所
が
な
く
て
、
仕
方
な
く
電
話
を
か

け
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
、
電
話
の
向

こ
う
の
「
叫
び
」
の
や
る
せ
な
さ
を
指

摘
し
、「
こ
う
し
た
対
応
に
は
官
民
が

力
を
合
わ
せ
、
多
方
面
か
ら
や
っ
て
い

く
し
か
な
い
」
と
強
調
し
た
。

▼　

佐
賀
県
自
殺
対
策
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
弁
護
士
の
団
野
克
己
さ
ん

は
、
１
６
０
人
を
対
象
に
し
た
「
多
重

債
務
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
自
殺

を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」
が
63
人
、「
自

殺
し
た
が
未
遂
だ
っ
た
」が
10
人
。「
借

金
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
人

は
92
人
に
の
ぼ
っ
た
。
で
も
、
精
神
科

を
受
診
し
た
人
は
11
人
し
か
い
な
か
っ

た
」。

　

団
野
さ
ん
は
、
借
金
の
法
的
対
応
と

心
療
的
ケ
ア
の
必
要
性
を
述
べ
、「
こ

れ
は
行
政
と
民
間
が
手
を
つ
な
が
な
い

と
で
き
な
い
」
と
力
説
し
た
。

▼　

次
い
で
、
秋
田
大
学
教
授
の
本
橋

豊
さ
ん
（
公
衆
衛
生
学
）
が
マ
イ
ク
を

握
っ
た
。
秋
田
県
は
、
都
道
府
県
別
に

見
て
も
自
殺
率
が
高
い
所
。
お
年
寄
り

の
自
殺
も
多
い
。
本
橋
さ
ん
は
、「
自

殺
防
止
の
た
め
に
は
う
つ
病
対
策
だ
け

で
な
く
、
悩
み
を
抱
え
る
人
に
対
し
、

う
つ
病
に
な
る
前
に
ど
ん
な
手
助
け
が

で
き
る
か
、
社
会
の
問
題
と
し
て
考
え

て
い
く
べ
き
だ
」
と
話
し
た
。
人
々
の

心
の
う
ち
に
あ
る
自
殺
へ
の
偏
見
、
思

い
込
み
を
た
だ
し
、
解
決
へ
の
力
を
与

え
て
い
き
た
い
。
本
橋
さ
ん
は
「
社
会

を
揺
り
動
か
す
」
と
表
現
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
発
言
の
あ
と
、
尾
辻
厚
労

相
の
発
言
（
10
面
）
と
な
っ
た
が
、
清

水
代
表
が
「
も
う
国
と
し
て
や
る
べ
き

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
は
ず
。
２
０
０

２
年
の
厚
労
省
の
『
自
殺
防
止
対
策
有

識
者
懇
談
会
提
言
』も
あ
る
の
だ
か
ら
、

民
間
ま
か
せ
に
し
て
い
な
い
で
、。
政

府
も
一
体
と
な
っ
て
自
殺
対
策
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
」
と
注
文
を
つ
け
、
大

臣
が
「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
あ
と
は
具

体
的
な
と
こ
ろ
で
検
討
し
、
実
行
に
移

し
て
い
き
た
い
」
と
応
え
る
場
面
も
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
清
水
代
表
が
「
未
遂
者
の

ケ
ア
や
遺
族
の
ケ
ア
な
ど
は
、
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
弁
当
で
や
っ
て
い

る
が
、
す
で
に
活
動
は
限
界
。
ま
た
地

方
自
治
体
が
取
り
組
む
自
殺
予
防
も
、

自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
越
え
ら
れ
な
い
縦

割
り
行
政
の
壁
が
あ
っ
て
も
う
限
界
。

あ
と
は
国
が
、
自
殺
対
策
に
取
り
組
む

か
ど
う
か
が
、
い
ま
ま
さ
に
問
わ
れ
て

い
る
」。
司
会
の
西
田
正
弘
副
代
表
が

「
対
策
は
、
予
防
、
危
機
介
入
、
ケ
ア

の
三
場
面
を
網
羅
し
て
立
て
る
必
要
が

あ
る
。
痛
み
、
苦
し
み
を
き
ち
っ
と
受

け
止
め
る
社
会
を
形
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
し
め
く
く
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
月
20
日
午
後
１

時
か
ら
東
京
・
代
々
木
の
国
立
青
少
年

セ
ン
タ
ー
で
開
会
。
清
水
康
之
代
表
が

「
自
殺
者
年
間
３
万
人
が
続
く
中
で
対

策
は
一
向
に
進
ま
ず
、
遺
族
の
会
は
全

国
で
わ
ず
か
10
団
体
程
度
。
ラ
イ
フ
リ

ン
ク
は
せ
め
て
各
県
に
１
つ
ぐ
ら
い
で

き
る
よ
う
、
そ
の
立
ち
上
げ
と
連
携
を

支
援
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
自
死
遺
児
の
大
学
生

が
「
つ
ど
い
で
同
じ
遺
児
と
出
会
っ
た

こ
と
で
自
分
は
前
に
踏
み
出
せ
た
」
と

体
験
を
語
っ
た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
佐
藤
ま
ど
か

さ
ん
（
大
阪
・
親
の
自
殺
を
語
る
会
）

が
、
遺
族
と
し
て
語
り
合
う
こ
と
の
意

味
を
、
金
子
久
美
子
さ
ん
（
福
島
・
れ

ん
げ
の
会
）
が
、
看
護
師
の
立
場
か
ら

遺
族
ケ
ア
の
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す

る
苦
労
を
語
っ
た
。
西
原
由
記
子
さ
ん

（
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
）
は
、
遺

族
同
士
の
や
り
と
り
か
ら
遺
族
が
癒
さ

れ
る
情
景
を
話
し
た
。

　

川
野
健
治
さ
ん
（
国
立
精
神
・
神
経

セ
ン
タ
ー
）
は
、
遺
族
の
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
結
果
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し

な
が
ら
、「
一
つ
の
団
体
が
あ
ら
ゆ
る

遺
族
を
支
援
す
る
の
は
難
し
い
か
ら
、

組
織
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
」

と
強
調
し
た
。
松
井
孝
之
さ
ん
（
大
阪

府
健
康
福
祉
部
）
は
、
自
殺
予
防
対
策

の
一
環
と
し
て
体
験
談
を
募
集
し
た
経

緯
を
紹
介
、「
民
間
と
連
携
し
行
政
の

で
き
る
役
割
を
考
え
た
い
」と
話
し
た
。

　

第
３
部
は
参
加
者
が
十
数
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
話
し
合
い

（
7
面
に
写
真
）。
パ
ネ
リ
ス
ト
も
加
わ

り
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
を
つ
と
め
た
が
、

遺
族
の
参
加
者
の
中
に
は
亡
く
し
た
家

族
と
自
分
の
経
験
を
話
し
出
す
人
も
多

く
、
こ
う
し
た
機
会
が
待
ち
望
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、
遺
族
で
は
な
い
が
自
殺
の

問
題
に
日
頃
か
ら
関
心
を
も
っ
て
い
る

参
加
者
も
多
数
あ
り
、
会
場
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
遺
族
の
方
々
の
本
当

の
気
持
ち
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。
自
分

に
な
に
が
出
来
る
か
考
え
、
こ
の
問
題

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

第
４
部
の
パ
ネ
リ
ス
ト
へ
の
質
疑
応

答
を
経
て
、
５
時
前
に
終
了
し
た
が
、

１
度
の
小
休
憩
を
は
さ
ん
で
４
時
間
に

及
ぶ
長
時
間
に
、
途
中
で
帰
っ
た
参
加

者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
中
身
の

濃
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
。

　
「
自
死
遺
族
支
援
に

向
け
て　

遺
族
会
の
つ

な
が
り
を
！
」　

ラ
イ

フ
リ
ン
ク
発
足
第
１
回

の
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
２
０
０
人
を
超
す

参
加
者
で
、
期
待
の
大

き
さ
が
示
さ
れ
た
。　



　
「
佐
賀
の
遺
児
は
さ
が
ん
も
ん
で
さ

さ
え
ん
ば
ね
」
を
合
言
葉
に
、
県
単
位

で
、
親
を
亡
く
し
た
遺
児
た
ち
を
支
援

す
る
〝
草
の
根
〞
活
動
団
体
。
そ
の
活

動
は
、
名
前
の
あ
し
な
が
育
英
会
支
援

を
超
え
、
２
０
０
１
年
に
開
い
た
「
自

死
遺
児
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
き
っ
か
け

で
、
県
内
の
官
・
学
・
民
あ
ら
ゆ
る
関

連
機
関
を
網
羅
し
た
「
佐
賀
自
殺
対
策

協
議
会
」
が
発
足
、
こ
の
動
き
が
他
県

の
手
本
に
な
っ
て
い
る
。

　

活
動
内
容
を
、
同
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
補
足
を
加
え
て
紹
介
す
る
。

　

１
９
９
７
年
に
全
国
的
に
行
わ
れ
た

あ
し
な
が
育
英
会
主
催
の
「
あ
し
な
が

ガ
ン
遺
児
ウ
ォ
ー
ク
６
０
０
０
」
に
参

加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

１
９
９
８
年
６
月
に
結
成
。 

　
《
活
動
の
目
的
》 

あ
し
な
が
育
英
会

の
事
業
を
佐
賀
よ
り
支
援
し
、
地
域
へ

の
貢
献
と
温
も
り
溢
れ
る
フ
ィ
ラ
ン
ソ

ロ
ピ
ー
（
や
さ
し
い
人
間
愛
）
社
会
の

実
現
に
向
け
、
明
日
を
担
う
遺
児
た
ち

に
元
気
と
エ
ー
ル
を
送
る
。 

　
《
活
動
の
内
容
》
①
あ
し
な
が
育
英

会
（
親
を
病
気
・
災
害
・
自
殺
で
亡
く

し
た
子
へ
の
奨
学
資
金
制
度
）
の
啓
蒙

活
動
（
親
が
い
な
い
こ
ど
も
た
ち
に
進

学
へ
の
希
望
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
あ

げ
た
い
）
＝
い
の
ち
の
講
演
会
開
催
や

中
学
校
で
講
演
（
中
尾
朱
実
代
表
ら
）。

②　

佐
賀
の
遺
児
の
精
神
面
か
ら
の
支

援
（
ま
ず
は
、
第
一
歩
を
踏
み
出
す
勇

気
を
）
＝
県
内
の
遺
児
の
つ
ど
い
、
キ

ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
。

③　

阪
神
大
震
災
遺
児
へ
の
支
援
＝
熱

気
球
の
佐
賀
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
へ
、

神
戸
の
震
災
遺
児
を
毎
年
招
待
。

④　

学
生
募
金
、
あ
し
な
が
P
ウ
ォ

ー
ク
10
な
ど
、
あ
し
な
が
大
学
奨
学
生

の
活
動
へ
の
支
援
＝
メ
デ
ィ
ア
で
開
催

紹
介
。
当
日
は
会
員
も
一
緒
に
活
動
。

⑤　

自
殺
防
止
へ
の
取
り
組
み 　

ａ
．
年
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
。

ｂ
．
県
自
殺
防
止
協
議
会
へ
の
参
加
。

⑥　

会
の
活
動
資
金
作
り
＝
寄
付
依

頼
、
講
演
活
動
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
、
自
主
制
作
C
D
の
販
売
・
P
R
。

　

「
自
殺
の
な
い
社

会
づ
く
り
を
目
指
し 

、 

佐
賀
の
地
か

ら
も
全
国
へ
向
け
て
現
場
の
声
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と 

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」。 

と
に
か
く
〝
ビ
ッ
グ
・
フ
ッ
ト
〞

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
。在
職
中
は
報
道
局
に
所
属
し
、

主
に
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
を
担

当
す
る
。 

自
殺
の
問
題
に
関
心
を
持
ち

始
め
た
の
は
、
自
死
遺
児
た
ち
と
の
出

会
い
が
き
っ
か
け
。
突
然
親
を
失
っ
た

悲
し
み
や
寂
し
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
自

殺
に
対
す
る
社
会
の
冷
た
い
目
に
怯
え

苦
し
む
彼
ら
の
存
在
を
知
り
、
自
死
遺

児
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
を
作
ろ
う
と

決
意
す
る
。

　

１
年
以
上
に
及
ぶ
子
ど

も
た
ち
と
の
関
係
作
り
を

経
て
、２
０
０
１
年
10
月
、

『
お
父
さ
ん
死
な
な
い
で
〜
親
が
自
殺 

遺
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
〜
』
を
放
送
。

番
組
は
、
そ
れ
ま
で
匿
名
で
活
動
し
て

き
た
自
死
遺
児
が
、
は
じ
め
て
素
顔
と

実
名
を
明
か
し
て
「
思
い
」
を
語
る
姿

を
伝
え
、
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
。
そ
の

後
の
彼
ら
の
活
動
を
、
大
き
く
後
押
し

す
る
も
の
と
な
る
。

　

 

番
組
放
送
後
も
、
自
死
遺
児
の
取

材
を
続
け
な
が
ら
、
自
治
体
の
自
殺
対

策
や
自
殺
者
の
遺
書
な
ど
に
つ
い
て
の

取
材
を
進
め
る
。
し
か
し
、「
も
っ
と

時
代
を
先
回
り
し
た
自
殺
対
策
が
必

要
」
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
、
自
ら
当
事

者
と
な
っ
て
自
殺
対
策
に
取
り
組
も
う

と
、
２
０
０
４
年
３
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退

職
。
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
を
設
立
し
、
会
の

代
表
と
し
て
活
動
を
始
め
る
。
現
在
、

法
科
大
学
院
に
入
学
し
、
弁
護
士
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
始
め
て
い
る
。（
１

年
間
休
学
し
、
05
年
４
月
よ
り
復
学
。）

　
「
自
殺
の
問
題
は
、
社
会
に
お
け
る

私
た
ち
自
身
の
『
い
の
ち
の
あ
り
方
』

の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
持
論
。

思
い
こ
ん
だ
ら
実
行
！

白
面
の
や
ん
ち
ゃ
坊
主

そ
の
た
め
自
殺
対
策
に
は
、
危
機
介
入

と
自
殺
予
防
、
遺
族
支
援
に
加
え
て
も

う
ひ
と
つ
、
価
値
観
の
見
直
し
が
必
要

だ
と
訴
え
て
い
る
。「
生
き
心
地
の
良

い
社
会
」
を
築
い
て
い
く
た
め
の
提
言

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

  

「
と
に
か
く
言
っ
た

こ
と
は
必
ず
実
行
す
る
と
い
う
、 

私
に

と
っ
て
は
羨
ま
し
く
、
す
ば
ら
し
い
人

格
の
彼
。
走
り
す
ぎ
て
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る

と
き
も
あ
り
ま
す
が
、 

絶
大
な
カ
リ
ス

マ
性
も
兼
ね
備
え
て
い
る
の
で
、 

こ
れ

か
ら
も
大
い
に
暴
れ
ま
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

や
っ
ぱ
り
『
ラ

イ
フ
リ
ン
ク
に
清
水
あ
り
』で
す
ね
！
」

「
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
を

始
め
て
か
ら
、
や
ん
ち
ゃ
坊
主
に
凄
味

が
入
っ
て
き
た
と
、私
は
感
じ
て
い
る
。

凄
味
と
い
う
と
険
し
い
顔
と
思
わ
れ
る

だ
ろ
う
が
、
ニ
タ
〜
ッ
と
笑
っ
た
と
き

の
な
ん
と
も
い
え
ぬ
達
成
感
が
顕
れ
出

た
顔
だ
。
も
う
少
し
言
う
と
、
そ
れ
は

カ
ラ
オ
ケ
で
オ
ザ
キ
を
熱
唱
し
て
い
る

顔
に
近
い
？　

会
う
と
き
は
い
つ
も
飲

ん
で
る
西
田
よ
り
」。

（16年 10月 15日～ 17年 3月 31日）

 805,000 円
・民間助成金収入 300,000 円
・自治体助成金収入 0 円

・シンポジウム開催事業 240,000 円
・ホームページ開設事業 180,000 円
・役員報酬・給料手当 0 円
・事務所手当 180,000 円
・通信費 72,000 円
・消耗品費 39,000 円
・資料費 15,000 円
・私書箱レンタル費 29,000 円
・打ち合わせ費 8,000 円
支出計　 763,000 円
当期収支差 342,000 円
（次期繰り越し）


